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来春、中村完先生がご定年になる。中村先生は、本著者の大学時代の恩師

であるが、先生のお姿は、その当時から20数年の時を経た現在でも、ほとん

どお変わりにならない。それは、若々しいご容貌に留まらず、ユーモアに富

んだ独特の語り口、学生に対する寛容な態度、精力的な研究・学会活動など

にも及んでいる。このような先生の存在は、われわれ教員にとって励みであ

ると同時に目標でもある。また、学生からの敬愛の念も深く、中村先生のゼ

ミのコンパには、他のゼミからも多くの自発的参加者がいると伝え聞いてい

る。これらは、全て中村先生のご人徳と学生への受容的な接し方によるもの

と思われる。

ところで、先生は、今期も、主に心理学コースや人間科学科の学生を対象

に「心理学入門｣、「心理学史｣、「社会心理学」などの講義をなさっている。

また、卒業研究、修士論文のご指導も積極的になさっており、先生の研究室

からは、時間割配当表に示された時間外でも学生と熱く議論なさっているお

声が廊下にまで聞こえてくるほどである。本年の６月１１日には、琉球大学で

催された日本社会心理学会の公開シンポジウムの準備委員長の役を果たされ

た。その際にも、先生は、その企画・運営ばかりか、熱心な周囲の要望に応

えてシンポジストのお-人として壇上に上がられた。そのシンポジウムは、

｢住みよい環境のあり方を探る－社会心理学的アプローチー」を主テーマと

していたが、中村先生の話題は、「大人の社会規範的行動と子どもの教育環
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境」というものであった。これには、中村先生の沖縄への愛情と、その未来

を担う子どもたちに対しての励ましを込めたメッセージが含まれていたよう

に思われる。

さて、先生は、昭和15年に現在のうるま市与那城屋慶名において出生され

ている。前原高校、琉球大学教育学部を卒業し、昭和40年に琉球少年鑑別所

に就職なさった。その後、田崎病院・臨床心理課での勤務を経て、昭和44年

４月に駒澤大学大学院人文科学研究科修士課程（心理学専攻）に進学してい

る。昭和47年４月に、同大学院博士課程に進み、昭和49年４月に琉球大学教

育学部に助手として就任なさっている。そして、昭和50年10月には、法文学

部への配置換えとともに講師となり、昭和53年10月に助教授に昇任された。

昭和60年３月には、大学院の頃から継続的に研究を蓄積なさってきた東洋的

行法に関する心理学的研究を集大成し、九州大学から文学博士号を取得なさっ

た。その後、平成4年４月に法文学部教授に昇任された。平成７年４月から現

在に至るまで、琉球大学大学院人文社会科学研究科にて修士論文のご指導を

中心に社会心理学特論・演習を担当なさり、法文学部の大学院における心理

学系の主任教授として指導的な役割を担われてきた。また、平成10年４月か

ら、平成12年３月まで評議員に併任され、その間、主として、琉球大学50周

年記念誌編集専門委員会委員（平成８年５月～平成10年３月の間、法文学部

委員長）や法文学部施設整備委員長として総合文系棟の建設に向けてご尽力

された。また、概算要求事項であった臨床心理学の学科目増設に向けてもご

尽力された。

以上は、先生の略歴であるが、次に先生の研究業績に関して、わたくしの

理解している範囲内で紹介させて頂くことにする。先生の著書や研究論文は、

膨大な数に上り、その領域も多岐にわたっている。そこで、本論においては、

先生の研究業績を三領域にまとめた上で紹介させて頂くこととする。

第一の領域は、東洋的行法に関する心理学的研究である。上述した通り、

先生は、昭和60年に九州大学より博士号の学位を取得なさっている。学位論
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文のテーマは、「スポーツ者の心身統御に関する心理学的研究一空手道修行

者を対象として－」（1985）である。これは、先生が大学院に在籍なさって

いる頃からの研究テーマである東洋的行法に関する研究の延長上に位置づけ

られる。当初、先生は、禅の修行者を対象として研究を展開していかれた。

それは、「坐禅に関する心理生理学的研究」（琉球大学教育学部紀要第18集第

２部、1975）および「APychologicalStudyontheBodyRegulationm

Zen」（BulletmofTheZenlnstituteofKomazawaUniversity、1977）

として公刊された。これらから、坐禅のメカニズムの主要な構成要素として、

調身、調息、調心が重要であることが示唆された。また、その後、これら３

要素を包含した心身統御法、訓練法として沖縄の空手道に着目し、空手道に

関する心理生理学的研究に精力的に取り組まれた。関連する主な論文として

は、「空手修行者の心身機能に関する心理学的研究」（琉球大学法文学部紀要

社会学篇第19号、1977)、「空手道形の生体反応に関する生理心理学的研究」

(琉球大学法文学部紀要社会学篇第24号、1981)、「空手修行者の筋活動の統

御に関する実験的研究」（与那嶺松助教授記念論文集、1981)、「空手道者の

脳波Biofeed-backに関する研究」（琉球大学教育学部紀要第27集第２部、１９８

４)が挙げられる。これらの研究を基に博士論文をまとめられ、以後も学位論

文の内容を発展させ、心理学関係学会や紀要等において発表なさっている。

その一例として、「武道者の人格特性について一空手道者を対象として－」

(応用心理学研究第14号、日本応用心理学会、1989)、「空手道修行者の健康

に関する心理学的研究」（琉球大学法文学部紀要社会学篇第32号、1990）が

挙げられる。これらの研究活動が全国的にも注目を浴び、日本心理学会にお

いて「東洋的行法の心理学的研究（３）－からだとこころについて－」（日

本心理学会第55回大会、1991)、「東洋的行法の心理学的研究（15）－姿勢の

意味を問う」（日本心理学会第67回大会、2003）というテーマで２度に渡っ

てワークショップで講師依頼を受け、話題提供者になっている。

一般に心理学という学問領域は、その黎明期から今日に至るまで西欧の影
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饗が強い。アジアに住む心理学研究者が西欧で蓄積された研究知見の恩恵を

被ることはあっても東洋、あるいは、日本において独創的な研究が展開され

ることは多くはなかったのではないか。その意味において、東洋的な思想・

伝統文化を背景として、心身の相互関係について科学的な方法を用いて実証

なさった中村先生の研究は、価値ある希有なものだと言えよう。また、緊張

と弛緩のような相反する要素を矛盾なく両立させていくといった東洋的行法

の基本的な姿勢は、中村先生ご自身が体現なさっているように思われる。学

問や教育に対する真撃で真面目な態度は、毅然とした授業への取り組みとし

て反映されると思われる。その一方で学生に対しては、柔軟かつ友好的に接

していらっしゃる。一見、葛藤が生じそうなこのような状況に対しても、中

村先生は矛盾無く対応なさっているご様子である。

次に、第二の領域は、沖縄の児童・生徒の教育的適応行動に関する研究で

ある。この領域に関しては、さらに三つの下位領域に分類整理することが可

能だと思われる。一つは、琉球大学名誉教授・東江平之先生と共同で研究を

継続的に行われた教育的適応に関する研究である。関連する研究としては、

次のものが挙げられる。「復帰後沖縄における教育的適応行動に関する研究」

(昭和59年度特定研究紀要（琉球大学法文学部)、1985)、「大学生の適応に関

する心理学的研究一琉球大学の新入生を対象として－」（琉球大学法文学部

紀要社会学篇第29号、1987)、「沖縄における社会的・教育的適応行動に関す

る研究」（平成元年度特定研究紀要（琉球大学法文学部)、1991)、「大学生の

社会・文化的認知および適応行動に関する比較研究」（沖縄心理学研究第１８

号、1995)。二つめは、琉球大学名誉教授・芳澤毅先生と共同で研究を進め

た進路分化に関する研究である。これは、「沖縄県における中学卒業生の進

路分化に関する総合的研究」（平成４年度～５年度科学研究費補助金研究成

果報告書、1994)、「沖縄県における高校生の進路分化に関する総合的研究」

(平成６年度～８年度科学研究費補助金研究成果報告書、1998）として縦断

的データに基づいた、学術的にも資料的にも価値の高い研究成果として結実
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した．三つめは、青少年の日常生活や心理的特徴と関連した研究である。代

表的な業績としては、「沖縄における青年期のキャリア形成に関する研究」

(沖縄国際大学文学部紀要社会学科篇第13巻第1号、1985)、「進学期待と職

業期待に関する研究一琉大付属小と他地域との比較一」（琉球大学法文学部

紀要社会学篇第28号、1986)、「中学生における日常生活意識の構造」（沖縄

キリスト教短期大学紀要第25号、1996)、「青少年の心理的特徴とその対応に

ついて」（教育研究論文集第４号（財団法人沖縄県教育弘済会)、1997）があ

る。これらの研究に一貫しているのは、中村先生の、青少年に対する暖かい

眼差しとその未来に対する教育的配慮である。

第三の領域は、復帰（社会）不安に関する研究である。この研究は、沖縄

の住民が復帰という社会現象をどう認知し、またはどのように評価している

かを心理学の立場から明らかにするものである。琉球大学・心理学教室で継

続的に調査データを蓄積している研究であり、中村先生は、復帰後10年目か

ら研究の中心メンバーとして活躍なさっている。具体的には、復帰10年目の

成果は、「復帰不安の研究Ⅱ－その復帰後10年の変遷一」（琉球大学教育学部

紀要第28集第２部、1985）としてまとめられた。その後も10年間隔で調査が

実施され、復帰後20年目には、「復帰不安の追跡一復帰20年の沖縄の社会で－

～不安の種類を中心として～」（沖縄心理学研究第16号、1993)、「復帰不安

の研究Ⅲ－その構造と変化」（平成４年度特定研究紀要（琉球大学法文学部)、

1994)、「沖縄における復帰不安の時系列的研究一不安の対象を軸にして－」

(島袋哲教授琉球大学退官記念論文集、1995)、「特別シンポジウム：沖縄の

人一意識と行動一～日本復帰後の沖縄・日本・米国に対する認知の変化～」

(日本心理学会第59回大会発表論文集、1995)、「復帰後20年間の対米国に関

する意識の変化」（｢戦後沖縄とアメリカー異文化接触の50年一」（琉球大学

アメリカ研究会編)、1995）として多くの研究成果をあげられた。復帰後３０

年目の調査結果は、「復帰後沖縄における社会不安に関する継続的研究」（平

成14年度琉球大学教育研究重点化経費報告書、2005)としてまとめられた。

－６－



中村完教授の略歴と業績（高良美樹）

これらの研究成果は、社会的環境の変化が沖縄住民の意識に及ぼす影響につ

いて多くの示唆を含むものである。本著者も、３０年目の調査研究には多少の

関わりをさせていただいたが、小学校を介しての父兄への調査協力依頼など

において社会調査の困難さを経験した。一方、中村先生は、調査項目の作成

整理、調査依頼、総括、調査結果のフィードバックとあらゆる段階で自ら率

先して関与なさり、研究者としてのあるべき姿勢を身をもって示して下さっ

た.

その外、社会・文化に関する研究を紹介しておきたい。主なものとして

「Schizophrenia，EyeMovements，andBioculturalHeterogeneity」

(HumanBiology，vol６２，No.３，WayneStateUniversityPress，1990)、

｢ACross-culturalStudyonthePatternofHomeEducationbetween

KoreaandJapan-onJejudoinKoreaandOkinawainJapan-」

(JournalofEducationResearch，vol・10，韓国・慶北教育学会、1991)、

｢琉球古典音楽家の人格特性に関する研究」（沖縄心理学研究第22号、1999)、

｢大学生の社会・文化的認知と社会的適応との関係に関する研究」（琉球大学

法文学部紀要人間科学第３号、1999)、「個人主義・集団主義尺度の構造と信

頼性及び妥当性の検討」（琉球大学法文学部紀要人間科学第14号、2004）等

である。

中村先生は、ご自身の精力的な研究活動以外にも全国や地方の学会におい

ても多大な貢献をなさった。日本心理学会に関しては、平成7年から平成10

年まで評議委員をなさっている。日本グループダイナミックス学会では、平

成13年から平成15年まで沖縄選出の地方理事として学会の運営に関与し、そ

の一方で論文審査委員をなさることで学会誌の学術水準を高めるのにご尽力

なさった。日本社会心理学会においては、本年６月第49回公開シンポジウム

準備委員長及びシンポジストしてご活躍をなさったことは記憶に新しい。ま

た、本シンボジストに関しては、先生のご提案で報告書の作成が現在進行中

であり、完成の暁には関係機関に送付する予定である。本来、学会主催のシ
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ンボジストは、地域貢献の一環として位置づけられるが、そのことが今回ほ

ど徹底されたのも先生の几帳面なお人柄と沖縄を愛する気持ちの故であると

解される。九州心理学会においては、平成８年から平成17年11月に至るまで

理事としてお務めになり、平成９年には、第58回大会の準備委員長をなさっ

た。沖縄心理学会に関しては、とくにその創設の頃から積極的に関わり、幹

事として二期、副会長として六期、会長として一期お務めになった。平成１５

年の沖縄心理学会第30回大会においては、中村先生も発案者のお－人として

沖縄心理学会30年の歴史を総括するシンポジウムが企画された。また、その

発展として、先生は、本年の日本心理学会で「沖縄心理学会30年の歩み－変

遷と地方学会の役割一」として発表なさっている。先生は、その発表を基に

原稿をまとめ、専門誌「心理学評論」へ投稿したとのことであり、その衰え

を知らない研究への'情熱には頭が下がる思いがする。

先生の研究成果に対して、沖縄心理学会は、与那嶺学術賞（第２号）を

1988年３月に贈呈している。また、心理学の職能的基盤と関連するであろう

資格に関して、先生は、日本臨床心理士資格認定協会より臨床心理士（平成

５年３月～平成10年３月)、日本応用心理学会より応用心理士（平成10年３

月～現在）をそれぞれ取得なさっている。

ところで、３２年に及ぶ琉球大学における先生の熱心な教育活動は、主とし

て教育界や矯正界等における有為な人材を多数輩出したことに反映されてい

る。高校や大学の教員、法務鑑別技官や教官、家庭裁判所調査官、児童相談

所職員等多くの教え子が教育や心理学の専門家として活躍していることが成

果の一部であると認められる。また、心理学との直接的な関連は弱いかもし

れないが、警察官や消防士など地域住民の安寧をはかる職種に就いている卒

業生も多数存在する。このことは、先生の援助的な態度が、学生の進路にも

肯定的な影響を及ぼし、対人援助を中心とした職業選択を促したように思わ

れる。

また、先生は、学識経験者の立場から、とくに沖縄県の教育環境の向上の
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ためにご尽力なさってきた。先生が果たしてこられた社会活動の一部を列挙

すると、沖縄県教育委員会家庭教育総合セミナー企画研究委員（昭和58年５

月～昭和59年３月)、沖縄県教育委員会家庭教育総合推進事業の企画推進委

員（昭和59年５月～昭和63年３月)、沖縄県人材育成財団国外留学生選考試

験委員（昭和60年８月～平成10年３月)、沖縄いのちの電話相談員養成講座

講師（平成元年６月～平成'1年'１月)、日本産業カウンセラー協会（沖縄分

会）主催の「産業カウンセラー養成講座」講師（平成５年５月～平成15年７

月)、自動車事故対策センター沖縄支所（現在、独立行政法人自動車事故対

策機構沖縄支所）運行管理者等指導講習会講師（昭和60年４月～現在）及び

適性診断専門委員（平成１３年６月～現在)、沖縄県立看護大学倫理審査委員

会委員（平成15年４月～現在)、沖縄国際大学大学院地域文化研究科非常勤

教員（平成16年４月～現在）等となっている。

先生が還暦を迎えられたことを意外にも思いながら同僚で祝ったのは、つ

い先日のような気がしている。冒頭でも触れたように本著者が中村先生と最

初にお会いしてから20年以上の歳月が流れているにもかかわらず、先生のご

様子はほとんどお変わりにならない。先生が来春、定年をお迎えになるとい

うことは紛れもない事実であるが、どうにも実感がわいてこない。

ご定年後も、先生がご健康に留意され、ますますご活躍なされるよう祈念

いたします。
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